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【連合新潟第 3 回労働条件委員会開催】 

6 月 5 日(金)連合新潟第 3 回労働条件委員会

(20 春季生活闘争第 2 回中小共闘センター会議)

が開催されました。小熊委員長の挨拶では、新型

ウイルス肺炎により決起集会・学習会等中止があ

り、今まで経験したことない環境の中で行われた

春季生活闘争でした。回答・妥結金額は、昨年同

時期を若干下回るものの、この数年の賃金上げの

流れを引き継いだ結果となりました。また要求を

提出した組合のうち 5 月中旬で 27.24％の組合が

交渉中となっている。新型ウイルス肺炎の影響で

妥結時期が遅れている状況です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【第 43回連合下越地協委員会開催について】 

連合新潟地協運営規則第 16 条地協委員会の開

催と付議事項では、地協委員会開催は、議長が幹

事会の議を経て開催となっております。今回は 3

密を避けるため、第 8 回幹事会で議案を決議し、

産別選出する代議員の書面による決議とします  

1．議 題  

報告事項    

①2020 年度上半期活動報告  

②2020 年度上半期会計報告  

③2020 年度上半期会計監査報告  

審議事項  

①第 1 号議案「2020 春季生活闘争のまとめ」  

②第 2 号議案「2020 年度下半期主要活動について」 

③その他  

＊議案は、第 66 回連合新潟地協委員会議案を基

に作成いたします。  

2．決議について 

下越地区産別代表者に 6 月 29 日頃に議案書

を送付致しますので、到着後～7 月 10 日（金）

までに書面にて賛否の報告をお願いいたし

ます。同封の返信用封筒にてご返送願います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

政府支給「布マスク」の福祉施設への寄贈について 

政府は、新型ウイルス肺炎感染防止措置としてマスク不足に対応するための「布マスク」の配布

支給を決め、新潟県内でも支給が始まりました。しかし、現在ではサージカルマスクを中心に品

薄状態も緩和されつつあり、また自家製マスクの普及も進んでいることから、「布マスク」の需

要は落ち込んでいることが推測されます。これらの状況を鑑み、連合新潟から組合員に使用予定

のない「布マスク」未使用分の提供を呼びかけ、集まった「布マスク」を福祉施設などへ届ける

よう調整を始めました。すでに構成組織等で同様な取り組みを行っている場合は、そちらを優先

して頂いて構いません。 

１．「布マスク」の送り先及び期限 

 送り先：連合下越地協 ※送料は着払いでも良いですが、１回にまとめてお願いします。 

  期 限：6 月 30 日（水）地域により配布時期が遅れる事も予想されますが遅れても良いです。 

２．「布マスク」寄贈先 

 新潟県労福協へ寄贈先を検討頂いています。７月に寄贈を行う予定です。 
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連合新潟 2020 春季生活闘争  

   

2020 春季生活闘争の集計結果の集約とデータ-開示は、効果的な相場波及をおこなうために構成

組織、加盟組合の協力のもと、2020 賃金・一時金の要求・回答・妥結状況の集約を行い、ホームペ

ージに情報公開をおこなっています。6 回集計（５月 20 日集計・25 日公表）では、調査対象組合

379 組合（71,007 人）のうち、要求提出報告は 268 組合（59,407 人）からあり、要求を見送った組

合は 8 組合となった。このうち集計可能な 142 組合（39,140 人）の賃金要求額（定昇込み平均賃上

げ方式・加重平均）は 8,383 円・3.35％（前年同時期比較 699 円減・0.28 ポイント減）となった。 

これに対し、回答・妥結報告のあった 196 組合（45,764 名）のうち、集計可能な平均方式 99 組

合（33,261 人）の回答・妥結額は加重平均 5,026 円・1.91％（前年同時期比較 253 円減・0.12 ポイ

ント減、前年実績比較 24 円増・0.04 ポイント減）、300 人未満の中小組合では 4,602 円・1.97％（前

年同時期比較 389 円減・0.14 ポイント減）となった。 なお連合新潟の妥結ミニマム基準額 5,000

円以上を確保したのは 36 組合(昨年同時期 59 組合)となった。 

 

賃上げ分（ベースアップ）については、賃上げ分が明確になっている 123 組合（昨年同時期 118

組合）の加重平均で 4,432 円（昨年 5,028 円）を要求した。そのうち回答が得られた 56 組合（昨年

同時期 73 組合）加重平均 829 円（昨年 1,331 円）となり、2014 年に連合のベースアップ要求が復

活して以降、７年連続の賃上げ分の獲得となった。中小規模（300 人未満）では 30 組合 1,027 円（昨

年 46 組合 1,339 円）となり、300 人以上では 26 組合 776 円（昨年 27 組合 1,308 円）となった。昨

年同時期比は規模全体で 502 円減となっているものの、規模別 300 人未満が 300 人以上を上回る金

額を引き出すなど、厳しい環境下でも、賃上げの流れを維持する意識のもと協議・交渉がすすめら

れているものと受け止める。 

 

 


